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研究要旨 
 ベーチェット病（BD）の長期的な臨床経過（1989 年から 2020 年に当院を受診した BD
患者 155 人を対象）を後方視的に明らかにした。口腔内潰瘍（OU）は BD の諸症状のうち

最も早期から出現し、全ての症状が寛解となる完全寛解を阻害する最も重要な要因が OU で

あることも明らかとなった。 
 

A. 研究目的 
ベーチェット病（BD）の長期的な自然史、特

に各症状(主症状、副症状、特殊病型)がどのよ

うな経過をたどるのかは不明な点が多い。また、

各症状の寛解基準は定まっていない。今回我々

は、当院を受診した BD 患者の臨床情報を用い

て、BD の長期的な臨床経過を後方視的に明ら

かにすることを目的とした。 
B. 研究方法 
1989 年～2020 年に帝京大学医学部附属病院

を受診し、厚生労働省 BD 診断基準および BD
国際診断基準の両者を満たす患者 155 人を対

象とした。症状ごとに寛解基準（表 1）を定め、

対象患者の長期臨床経過を後方視的に検討し

た。 
寛解基準は、調査時点で“治療の有無にかかわ

らず最低 1 年間は BD の各症状の再燃を認め

ていないこと”と定義した。 
（倫理面への配慮）Teikyo University Ethics 
Committee (approval No.19-124). 
C. 研究結果 

既報と同様に、口腔内潰瘍（OU）は BD の

諸症状のうち最も早期から出現していた（図

1）。一方、BD と診断されたのち、各症状が

寛解していくのにも係わらず、OU 有病率の

減少は最も緩徐であった（図 2）。 
D 考察 
今回定めた各症状の寛解基準、特に OU の基

準は厳しい基準であり、臨床的に許容できる範

囲での再検討も考慮したい。 
E. 結論 

本研究では BD の自然史を明らかとした。今

回定めた各症状の寛解基準では、OU が BD の

完全寛解に最も影響を与えていることが明ら

かとなった。 
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表 1. ベーチェット病の症状ごとの寛解基準 

 
OU, oral ulcers; ANB, acute neuro-Behçet’s disease; CPNB, chronic progressive neuro-Behçet's 
disease 
 
図 1 ベーチェット病の各症状の累積出現率 

 
OU, oral ulcers; ANB, acute neuro-Behçet’s 
disease; CPNB, chronic progressive neuro- Behçet’s disease 



 
 

43 

図 2 ベーチェット病診断後の各症状の推移 

 
OU, oral ulcers; ANB, acute neuro-Behçet’s disease; CPNB, chronic progressive neuro-Behçet’s 
disease 


